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【NO.１８】【NO.１８】【NO.１８】【NO.１８】

作 物 名 野菜全般

対応技術の項目 施肥技術

土壌・施肥改善法

自家製ぼかし肥料の利用

《情報収集先の経営概要等》
伊達市 赤間農場（代表：仙場敦子） 経験年数37年（うち有機年数37年）

経営耕地面積 0.79ha（全面有機）
こまつな 0.03ha キャベツ 0.15ha
ほうれんそう 0.07ha ねぎ 0.10ha
きゅうり 0.09ha ささげ 0.02ha
レタス 0.07ha その他野菜 0.20ha
にんじん 0.06ha

労働力 家族２人
有機JAS認定の取得状況 平成13年取得

収量レベルが低かった

□ 有機栽培への移行当初、稲わら等の植物質の堆肥を使用していたため、
収量レベルが低かった。

自家製のぼかし肥料を導入した つ ぼ

□ ぼかし肥料は、米ぬか、魚かす、なたね油かすを主原料に、ＥＭ菌液
と糖蜜液を添加し、発酵させて製造した。（下図参照）

自家製ぼかし肥料の製造工程

有機農業技術のつぼ

問題点

対 応

材料の準備材料の準備材料の準備材料の準備 材料の混合･水分調整材料の混合･水分調整材料の混合･水分調整材料の混合･水分調整 堆積・被覆堆積・被覆堆積・被覆堆積・被覆 ふるいがけふるいがけふるいがけふるいがけ

①米ぬか 25kg
②魚かす 10kg
③なたね油かす 10kg
④ＥＭ菌液 600ｍｌ
⑤糖蜜液 600ｍｌ

①:②:③=56:22:22①:②:③=56:22:22①:②:③=56:22:22①:②:③=56:22:22

袋詰め・保管袋詰め・保管袋詰め・保管袋詰め・保管 仕上がり仕上がり仕上がり仕上がり 水分調整水分調整水分調整水分調整 堆積・切り返し堆積・切り返し堆積・切り返し堆積・切り返し

◆ １日１回程度切り返し
※ 手で握ったときパラ
　パラの状態になる

◆ 紙袋(15kg詰め)に入
　れ倉庫に保管する

◆ 水9.5ﾘｯﾄﾙと④、⑤を
　加えさらに攪拌する
　（10分間）

◆ 高さ10～15cmに広げ
　て5～7日間自然発酵
　させる

◆ ふるい（5mmﾒｯｼｭ）
　にかける
※ 塊がないように注意
　する

◆ 発熱が収まり、水分
　が低下する

◆ 高さ１ｍ程度に堆積
　し毛布で覆う
◆ １日１回切り返しを
　行い、７日間発酵

◆ ①、②、③を混合機
　に入れ5分間攪拌する

◆ 床にムシロとシートを二
　重に敷き、電熱線を設置
◆ 混合した材料を20cm程
　度に積み上げ、毛布で覆
　った後、3～4日保温
※ 発酵してくると甘酸っぱ
　いにおいがしてくる
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混合した材料は20cm程度に積み上げる 自家製ぼかし肥料の完成品

□ 野菜の生育に必要な養分は、ぼかし肥料のみでは不十分なため、発酵
鶏ふんも同時施用している。

ぼかし肥料と発酵鶏ふんの施用量

ぼかし肥料と発酵鶏ふん施用で
野菜の生育は安定

収量が増加した

□ 収量が50％以上増加し、安定化した。

□ 品質（おいしさ）も向上した。

※ 土壌病害対策と土づくりのため、緑肥（エン麦）も導入している。

成 果

自家製ぼかし肥料 発酵鶏ふん
こまつな
ほうれんそう
小かぶ
レタス 200
キャベツ
レタス
ねぎ

肥料施用量（kg/10a）
作物名

施
設

露
地

67
250～300

100 200


